
― 97 ―

広島大学大学院教育学研究科紀要　　第二部　第62号　2013　97－106

地域に根ざした課題解決活動を
 

用いた社会科授業づくり
― 小学校における社会科授業構成研究（２） ―

金　寶美・福井　駿・池野範男
（2013年10月３日受理）

The Sterategy for Teaching and Learning Social Studies Using Problem-Solving Model:
A Study on Construction of the Unit in Primary Social Studies

Bo-Mi Kim, Suguru Fukui and Norio Ikeno
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studying the construction of social studies lessons by school teachers, to analyze a view of 
social studies education, the unit of primary social studies and a lesson and to abstract the 
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０　本連続稿の問題の所在

　本研究は，小学校教育現場における社会科授業構成
の調査研究である。学校教育現場における社会科授業
づくりの研究は，残念ながら，大学研究者，各個人の
実践者の社会科授業構成研究ほど，進展していない。 
静岡市立安東小学校のような研究は稀で，貴重なもの
である（上田 ･ 静岡市立安東小学校，1988，武藤，
1989）。本研究は，池野が関わってきた小学校の中で，
特筆できる３校を取り上げ，各学校の社会科教育観，
代表的な単元計画や本時指導案を分析し検討すること
で，それぞれの小学校における社会科授業構成の理論
と課題を究明することを目的にする。
　そのため，昨年度の本研究（池野・金・福井，2012）
では，地域教材を取り入れ，子どもたちにとって身近

な学習材にすることで，学習に刺激を与え活発にする
ようにしている広島県福山市立曙小学校の事例を取り
上げた。当校では社会科授業づくりに知識の構造図を
持ち込み，１つの単元の内容を構造化し，より高いレ
ベルの学習になるように努めていた。これは，情報や
事実の羅列，あるいは，その暗記 ･早期の学習を進め，
教育目標の達成が難しくなってしまうという教育状況
を認識し，その改善を図り，教育課題の解決のため，
３つの基本方略を設定していた。
　第一は，より高い知識を学習できるように，知識の
構造図を作成することである。第二は，質の高い知識
の学習を意識するために，社会の見方や考え方を設定
することである。第三は，高い質へ子どもたちの学習
が移ることを集団思考の活用によって保障しようとし
ていることである。これらの点をうまく利用して，曙
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小学校において社会科授業づくりを進めている。
　基本方略が十分働いているかと言えば，そうとは言
えない。知識の構造図の書き方，またその活用の仕方
に問題を抱えている。もちろん，地域教材・知識の構
造図を用いて，質の高い社会科授業づくりを進めてい
ることは評価すべきことである。
　小学校社会科授業構成に関する第二の研究対象校と
して取り上げるのは，（旧神辺町立）現福山市立道上
小学校である。前回に取り上げた曙小学校の場合，知
識の構造図を活用し，教育内容の構造化を図るもので
あった。それに比べ，本稿で取り扱われる道上小学校
は，教育内容よりも，教育方法の構造化に重点をおい
ているものである。
　なお，本稿で道上小学校の社会科授業づくりとして
取り上げるのは，社会科教育の研究を主に進めていた
1991（平成３）－2002（平成14）年のあいだで，池野
が関わっていた時期の研究である。

１　研究対象校，道上小学校の特徴

（１）福山市立道上小学校の子どもの特質と課題
　道上小学校の子どもたちは，元気で明るく，真面目
に物事に取り組み，くらしの中での問題に気づき，自
らの力で解決していこうとする姿が見られる。しかし，
その一方で，主体的に活動に取り組んだり，事象を多
面的にとらえ，筋道を立てて考えたりすることが十分
にできない実態がある。また，自分の思いや考えを相
手にわかりやすく表現することは十分に育ってい
ない。　
　地域の人々の学校に対する関心や期待も大きく，学
校教育はもとより，家庭教育・社会教育にも熱心で
ある。
　道上小学校では，国際化・情報化及び青少年問題の
多発など，今日の激しい社会変化に適切に対応できる
「生きる力」の育成に向け，一人ひとりの子どもが内
に秘めている良さや可能性を伸ばすために，自ら学ぶ
意識をもち，課題解決学習による「生きる力」を育て
ることを教育課題として，保護者・地域社会との連携
を図りながら，地域に根づき，開かれた学校教育の確
立をめざしている。
　当校では，教育活動のすべてを見つめ直し，次の３
点を課題として具体的な研究に取り組んでいる（道上
小学校，1991，1992，2002）。
　①「個性的思考」を基盤とする教育の重視（画一性
の排除）：子ども一人ひとりの考え方や見方を出させ，
スタートにおき，これをみんなで吟味し，集団で高め
ていく能力の育成

　②生涯学習の一環としての「自己教育力」の育成の
重視（抽象や観念の排除）：課題解決学習を重視する
なかで，自らを教育していく能力の育成
　③広い視野から多面的・多角的に判断できる能力の
育成（固定観念の排除）：社会の変化に対して，柔軟に，
かつ適切に対応できる能力の育成
　以上の取り組みは，主に「生活科・社会科教育」「道
徳教育」「総合的な学習」を基にして，子どもたちの‘内
面性’と‘実践性’を育てることを目的にして進めて
いた。実践性を育てるには，体験の場の創造・工夫に
努め，教科ごとの内容と特別活動の関連を通じて，内
面性との相互補完を明確にすることを図る。それに比
べ，子どもの内面性を育てることに関しては，各学年
群の授業過程における‘つきつめる’のステップで工
夫を進めていた。
　授業の基本的な学習過程を，実態把握・事象提示，
課題設定，予想する，つきつめる，まとめる，の５段階
で構成している（（道上小学校，1991，1992，2002））。
　そのうちの，つきつめるのステップがもっとも重要
で，重要視されている。そのステップは「追究」とも
別称され，予想に対する根拠を話し合う，具体的な資
料で説明する，集団思考により，自分の考えの足りな
さに気づき，考えを深める，ことを行うものである。
　本研究ではその特質を念頭において，道上小学校に
おける社会科教育研究の取り組みを紹介し，その基本
原理と課題を明らかにしたい。

（２）中学年社会科の取り組み
　道上小学校は学年群ごと（低・中・高）に研究テー
マを決め，それを基に授業研究を進めている。勿論，
それは社会科に限るものではないが，道上小学校の教
育基盤になる考えであるため，本稿では第３・４学年
の授業を取り上げる。
　中学年の研究テーマは「自ら課題をもって調べ，進
んで地域・社会にかかわろうとする子ども」である。
このテーマ設定の理由に対しては「中学年の子どもは，
見学・調査活動に対して興味・関心を持って意欲的に
入り込み，その中で様々なことを感じたり，疑問を持っ
たりすることができる。しかし，その発言は調べた事
実だけにとどまったり，自分のこれまでの体験を語る
だけに終わってしまったりしがちである」と述べてい
る（道上小学校，1991）。
　当校は，それに関して３つの仮設（研究の重点）を
立てている（道上小学校，1991，1992，2002）。
①目的を明確にした見学・調査活動をすれば，課題
を解決していくための段階的なステップを意識し
た継続的な追究活動ができるであろう。
②見学・調査活動から得た情報や資料を活用できる
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授業を仕組めば，考えをより深めることができる
であろう。

③以上の①と②の学習過程を経ることをすれば，１
つの調査活動から発見できる事象が増え，課題解
決のために必要な見学・調査活動がより主体的に
でき，新たな課題発見にもつながるであろう。

　確かに，課題を明確にした調査活動を行う中で，自
分の考えをもち，確かめることは大切である。そのこ
とが課題に対する根拠を発見し，新たな疑問（課題）
へと発展していくことになるからである。さらには，
お互いに見つけたこと，感じたこと，疑問に思うこと
などを学級全体の場に出し合い，分類したり，整理し
たりする中で自分の考えとクラスの子どもたちの考え
の違いに気づいていくようになる。そして，その違い
についてお互いの考えを聞き合い，考えあう中で事象
の持つ意味へより深くせまることができるようになる。

（３）「つきつめる」のステップ
　道上小学校では，以上の研究テーマを追究するため
の具体的な手立てを研究している。それは，社会科を
はじめ，生活科・総合的な学習の時間を通じて子ども
たちが身に着けることを強調している４つの能力と関
係が深い。４つの能力とは次のものである。
①問題をとらえる力：事象や事象相互の関連から，
自己の解決すべき問題をとらえる力

②観察・表現する力：事象，ことがら，見学・体験
したことなどをありのままにとらえ，自分なりに
表現する力

③資料を活用する力：仮設を検証するために資料を
収集し，見学・体験により分かりやすくまとめた
り，必要なものを選択しながら生かせる力

④まとめる・表現する力：問題解決の過程で抽象化
する力

　以上には「表現する力」という表現が２回で出てく
るが，意味的な違いがある。②の‘表現する力’は，自
己の問題把握にもとづいて，収集した資料をノート等
に整理するという第１段階のまとめる力ととらえてい
る。それに比べて④の‘表現する力’は，課題に沿った
まとめから一般化するとともに，相手意識をもって，
思想の筋道が分かるように伝達する力ととらえて
いる。
　これらの能力が具体的な学習場面で子どもたちに求
められるように工夫したのが，授業過程における「つ
きつめる」のステップである。
　道上小学校では，子どもたちがその段階に応じて社
会科・生活科の時間に，具体的な活動や「ひとり調べ」
によって整理した「予想」の根拠や気づきを出会う中
で，どの事象を対比させることが有効なのか，またそ

の具体的な手だて（「有効な資料提示」，「切り返し」
発問や「ゆさぶり」発問など）を研究する。
　本稿では，第３学年と第４学年の単元を事例にして，
社会科授業内容と方法の構造化を図る道上小学校の授
業構成研究とはどのようなものか，またその原理や特
徴，課題はどのようなものかを追究したい。

２　第３学年単元「わたしたちのくら
しとはたらく人々－私たちのくらし
と商店」の場合：２組の授業を事例に

（１）単元のねらいと課題
　３年単元「わたしたちのくらしとはたらく人々 -私
たちのくらしと商店」（道上小学校，1991）は，（平成
元（1989）年版）学習指導要領の中で「地域の産業や
消費生活の様子，人々の健康な生活や良好な生活環境
及び安全を守るための諸活動について理解できるよう
にし，地域社会の一員としての自覚をもつようにする」
という目標に関わって，計画されている。そのため，
スーパーマーケット，コンビニエンスストア，小売店
などの子どもたちの生活と深く関わりのある商店を取
り上げている。
　ほとんどの子どもたちは，日常的に学区内の商店で
おやつを買ったり，家族と一緒に買い物に行ったりし
ている。しかし，家の人はどのような考えで品物や店
を選んでいるか，商売のために店ではどのような工夫
をしているか関しては，あまりにも考えていない。
　それ故，本単元の指導にあたっては，買い物につい
ての聞き取り調査やスーパーマーケット・商店の見
学，働く人へのインタビューなど体験的な活動を取り
入れ，販売する側の工夫や努力，更に品物を買う側で
ある消費者の要求や願いなど，自分や家族の生活と結
びつけながら考えさせようとしている。このような意
図は，単元の評価規準を見ればもっとはっきり表れる
（下表１，参照）。

表１　評価規準
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（２）単元の計画とその構造  
　本単元では，子どもたちの日常生活と密接な関係で
ある‘スーパーマーケット・コンビニエンスストア’
を取り上げ，学習を進めるように計画を立てている（資
料１：単元計画，参照）。
　単元（全16時間）は，①導入（家族の買い物につい
て調べ，１～２/16）→②スーパーマーケット（見学・
観察・インタビュー・調査を通して気づく，３～９
/16）→③商店街調べ（コンビニエンスストアの調査・
商店街見学，10～14/16）→④まとめる（買い物の工
夫調べ，15～16/16）と構成されている。
　①導入では，家族の買い物について調べる活動を通
して学習主題に対する子どもたちの興味や関心を鼓吹
する。②スーパーマーケットは，買い物調べから自分
たちの消費生活に関心を持ち，店や商店などの調査活
動を通して，店の特徴や販売の工夫をつかむとともに，
価格や品質，サービス，安全性などを考え，店や品物
を選ぶ消費者の買い物の工夫について考えるように構
成されている。③商店街調べは品物の仕入れ先を調べ
る活動から，自分たちの地域が広く国内の他地域だけ
でなく，外国ともかかわりあっていることに気づくこ
とができるように構成されている。
　２組の子どもたちは，すでに「わたしたちの町の様
子」で，道上学区の様子を調べ，地図づくりを行った。
その際，学区内には大きな商店街はないが，国道182
号や国道486号線沿いには，様々な商店が建ち並んで
いることを知っており，国道沿いに商店が集中してい
る理由を考える機会もあった。
　しかし，店でどのような工夫をしているかに関して
は考えずじまいだったので，本単元では自分たちの生
活との深い関わりを考えさせるため買い物の経験や
スーパーマーケットの見学を取り入れている。家族の
買い物に関する経験を話し合うことを通じて，子ども
たちは調査活動への意欲，疑問を持ったり関心をわか
せたりして，授業に積極的に参加するようになる。

　その過程で，子どもたちは同じ品物でも買う店に
よって価格が違うという事実から疑問をもち，それを
解決するためにスーパーマーケットを見学する。見学
の準備過程では，自分たちの疑問を解決するための調
査の内容と方法に関してクラス内でいろいろと話し合
いをする。見学の経験はもちろん，その準備段階のコ
ミュニケーションを通じても，子どもたちは自分の思
考をもっと広げることができる。
　このような構成は具体的な学習計画と同時に，子ど
もの理解や認識の構造化を示すものでもある。しかし，
単元内容は比較的に簡単な構造にまとめられている。
知識の構造図のように，詳細なものではなく，各教師
が進める学習内容を整理したものといえよう。それは，
道上小学校が授業における課題を追究するために用い
ている具体的な手立てである「つきつめるのステップ」
と関係が深い。
　‘単元内容の構造化’は単純であるが，そのような
内容構造の単純性は授業段階における‘構造化された
授業方法’と合わせてなされ，実践的な指導計画とし
て作成されている。「つきつめる」のステップは‘ひ
とり調べ，予想，有効な資料提示，切り返し発問，ゆ
さぶり発問’で構成されている。
　具体的な指導計画を事例にして，授業過程における
「つきつめる」のステップがどのように進むのかを検
討したい。

（３）本時の指導計画（11/16）：「つきつめる」のステッ
プとその役割を中心に

　道上小学校の場合でも，資料１のように，ある程度
構造化された指導計画を立てる。指導計画は子どもの
思考過程に沿った課題を設定することから始まり，単
元全体を見通して，子どもの疑問や興味・関心を把握
し，課題につながる具体的な資料を準備する。提示す
る資料は，地域の実態に即したもの，比較できるもの，
五感に訴えるもの，などから選ばれる。その選択の基
準は，課題追究につながることである。突き詰めると
いうのは，別名，追究することである。子どもたちの
思考を刺激し，考え始めるような資料を選び，疑問や
問いを持たせ，考え始めるとともに，一つの考えに固
定化しないように，子どもの思考をゆさぶるのである。
　２組の11/16時間の授業は，教師が準備した実物資
料を通して，子どもたちはコンビニエンスストアの品
物とスーパーの品物の値段を比べることから‘コンビ
ニの方が高い値段なのに，なぜ利用するのだろう’と
いう課題を設定する。子どもたちは，前時の学習（店
や商店などの調査，あるいは，活動を通して店の特徴
を調べる過程）から，‘なぜだろう’という課題に対
する予想を生み出すことができる。
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資料１　単元「わたしたちのくらしとはたらく人々の指導計画

資料２
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　「つきつめる」のステップは，そのような子どもた
ちの予想を確認し，さらに探究して行く過程である。
当校で設定している「つきつめる」の全過程は‘ひと
り調べ－予想の根拠や気づきを出会う－有効な資料提
示‐切り返し発問やゆざぶり発問’に構成されている。
この授業では，前時の授業でなされた調べ活動を基に，
教師が提示する資料から課題に対する各自の予想の根
拠や気づきと出合う。子どもたちが，調べたこと，発
見したことから自分の予想に有効な根拠を提示する
際，教師は‘なぜだろう’‘どうしてだろう’と切り
返し発問をする。考えを話し合って共有する過程で，
子どもたちはクラス構成員間の考えの違いに気づくよ
うになる。道上小学校では，学習課題にかえったまと
めとして‘書く’ことを大事にして，子どもたちの気
づきを新たな課題発見につなげようとする。

３　第４学年「わたしたちの住んでい
る県－わたしたちの県の自然や農
業と人々のくらし」の場合：１組
の授業を事例に

（１）単元のねらいと課題
　本第４学年単元「わたしたちの住んでいる県－わた
したちの県の自然や農業と人々のくらし」は，（平成
元（1989）年版）学習指導要領，第３学年及び第４学
年の目標（3）「地域における社会的事象を観察，調査
するとともに，地図や各種の具体的資料を効果的に活
用し，地域社会の社会的事象の特色や相互の関連など
について考える力，調べたことや考えたことを表現す
る力を育てるようにする。」に関わる。

表２　評価規準

　産業や地形条件を通して県内の特色ある地域の人々
の生活を調べるとは，県全体の地形や主な産業の概要
を調べる学習との関連を図り，山地や平地にある地域
や海にかこまれた地域，伝統的な工業などの地場産業
の盛んな地域や近代的な工場が集まっている地域など
を取り上げ，そこで産業に携わったり生活したりして
いる人々の生活の様子を具体的に調べることである。
　そのため，道上小学校では広島県の伝統的な工業の一
つである福山琴を取り上げている。さらに道上小学校の
４年生は琴を中心とした合奏組曲「菅茶山四系の時」
に取り組んでいて，使っている琴も福山のものである。
福山の琴は全国生産量の約80％を占めているし，道上
にも琴を生産している工場がある。それ故，本単元の
指導にあたっては福山琴を用いて，子どもたちが興味
を持って学習内容を追究していけるようにしている。
　本単元のねらいを評価規準で示すと，表２のように，
なる。

（２）単元の計画とその構造
　本単元の指導計画は，資料３－１，３－２：単元計
画のとおりである。
　単元（全20時間）は，①導入（広島県について調べ
る計画をたてる，１/20）→②わたしたちの県のよう
す（地図帳立体模型地図・白地図などを通して広島県
の特徴の調べ，2～5/20）→③わたしたちの県の自然
や産業と人々のくらし（農業・伝統工業・に関する調
べ，6～13/20）→④人やものでつながるわたしたちの
県（県内と他地域，外国との結びつきの調べ，14～
18/20）→⑤まとめる（自分たちの県を紹介するパン
フレット作り，19～20/20），で構成されている。
　１組の子どもたちは，「健康なくらしをささえる」「安
全なくらしを守る」「地域の発展につくした人」の単
元で，自分たちで疑問に思ったことを解決するために，
地域の人々に取材したり，図書館に行って調べたり，
インターネットを活用して調べたりする方法を学ん
だ。この活動の中で，課題を解決するために何を使っ
て調べればいいのか，だれに聞けばいいのかといった
調べ方法が身に付けた。
　しかし，調べたことを自分の言葉でクラスの子ども
たちに分かりやすく発表したり，表やグラフなどから
自分の考えの根拠となるものを提示しながら発表した
りすることまでは進んでいない。そのため，本単元は
子ども自身が予想を立てたことに対して調べたことを
筋道立ててまとめ，クラスの子どもたちに分かるよう
に伝えられるように単元を構成している。
　例えば，②わたしたちの県のようす（２～５/20）
では，広島県の地図や立体地図などを十分に活用して
白地図に主な地形や産業，道路や鉄道，都市などを書



― 103 ―

地域に根ざした課題解決活動を用いた社会科授業づくり ―小学校における社会科授業構成研究（２）―

資料３　単元「わたしたちの住んでいる県」の指導計画
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資料４
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き表しながら，広島県の地形や産業などの特色を考え
ることができるように構成されている。
　④わたしたちの県の自然や産業と人々のくらし（6
～13/20）」では，農業や伝統工業の盛んな地域に関す
る資料を分かりやすい文やグラフ・写真などに準備し
て，子どもたちが自分の予想をしっかり確かめ合って
根拠を持った発現をさせるように，友だちを説得でき
る説明の仕方やまとめ方を身に付けるように構成され
ている。
　さらに，④人やものでつながるわたしたちの県（14
～18/20）は，交通網や産業，特色ある地域の人々の
生活などの学習と関連づけて取り上げたり，結びつき
のある外国の位置や世界地図・地図帳などで確認した
りして，県の特色をより広い視野から考えることがで
きるように構成されている。

（４）本時の指導計画（12/20）：「つきつめる」のステッ
プとその役割を中心に

　４年１組の12/20時間の授業も，３年の授業と同じ
く教師が準備した資料を通して授業の課題を確認する
ことから始まる。
　教師は‘福山琴の生産量’を示している資料を提示
する。福山琴が全国生産量の80％を占めている資料を
見て，子どもたちは福山琴がたくさん作られているこ
とについて‘なぜだろう’と問題意識を持ち，その課
題に対する予想を友だちに分かるように自分の言葉で
表現する。そして「つきつめる」のステップに沿って
自分たちの予想を探究・確認して行く。
　子どもたちは前時までの授業を通して‘広島県全体
の特徴と様子・農業のさかんな地域・県内の伝統的な
工業製品’に関する調査を行う。その過程を通じて捉
えた自分たちの住む県や町に関する概要や特色を基
に，課題に対する予想の根拠を話し合う。
　この話し合いの過程では３つの資料が利用される。
まず，教師は琴の制作工程に関する資料を提示し，ク
ラスの全員が発表し合うことから琴を作る時の工夫や
努力について気づかせる。続いて，琴の生産や利用の
歴史に関する資料を提示し，時間的流れやできごとを
通して琴がさかんにつくられているわけを考えさせる。
　授業における「つきつめる」の過程は主に子どもた
ちの話し合いで構成され，その中で分からないことが
ある場合，教師は必要に応じて説明する。３年の授業
に比べると第４学年の授業では，教師が子どもに資料
のどこから予想の根拠が分かるかをきちんと説明させ
ていることが分かる。自分と他者との意見の違いに気
づき，相手にわかるように説明することは，子どもら
の考えをより深められる。これは前述した‘社会科を
はじめ，生活科・総合的な学習の時間を通じて子ども

たちが身に着けることを強調している４つの能力’の
中で‘②観察・表現する力’‘③資料を活用する力’
と関係深い。
　まとめの部分では，第３学年の授業では‘書く’こ
とを通して子どもたちの気づきを新たな課題発見につ
なげようとしたように，当授業も学習をして分かった
ことをノートにまとめさせることになっている。しか
し，単元ごとのまとめを比較してみると，第３学年の
単元のある授業と同じく「つきつめる」の過程を繰り
返しているが，第４学年は学習内容をもとに自分たち
の県を紹介するパンフレットを作る活動で終わらせて
いる。これは，学習を振り返って自分たちの生活に生
かすことであると同時に，相手意識をもって自らの思
想の筋道が分かるように伝達する力を身につけ情報の
発信・活用していく意欲も持たせられる。 

４　道上小学校の社会科授業づくりの
原理と特質

　本稿で取り上げた福山市立道上小学校は，社会科授
業を通して一人ひとりの子どもに‘①問題をとらえる
力，②観察・表現する力，③資料を活用する力，④ 
まとめる・表現する力’の４つの科学的認識能力を育
てることに努めている。
　そのため，地域単元指導計画段階に学習内容を構造
化すると共に「つきつめる」のステップという構造化
された方法を用いて，学習指導要領の教育目標を具体
的な学習場面で達成しようとしている。
　確かに，教師は社会科授業で構成される「つきつめ
る」の全過程（ひとり調べ－予想の根拠や気づきを出
会う－有効な資料提示－切り返し発問やゆざぶり発
問）を通して，子どものスキーマが変化する様子を確
認することができる。これらの点をうまく利用すると，
子どもたちが考え続け，思考を発展していくように授
業をしくむことができる。
　道上小学校の授業研究は，地域教材・知識の構造図
を活用して質の高い授業づくりを行う曙小学校に比べ
ると，実際の学習場面で「つきつめる」のステップと
いう授業方法の構造化を用いてうまく活用しているこ
とは評価できる。
　しかしながら，指導内容や指導方法の側面で成され
ている‘構造化’は，社会科授業づくりにおける完成
型であるとは言いにくい。そのため，本稿に続く第三
項では赤坂小学校のケースを分析し，３つの小学校で
なされている授業づくりの比較・考察を通じて，現場
からの社会科授業の現状を明らかにする。
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